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伊勢小屋沢崩壊の総合的研究

醤轟雑書鮮校理科研究班，
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り，梅雨前線の通過毎に，1日30mm，多い時には100m

m位の降雨がみられた，7月上旬当地方にはしばらくぶ

りに，晴間もみられたが，18日の南紀伊地方のi蒙雨に

続いて中部地方各県下にも多量の降雨がみられ，木曾谷

地方は著しい豪雨にみまわれるに至った．

　　　　第2表　読書村の雨量（1953年）

。．＞

騨

継
離・1、

　1研究の目的．・

　忘れもしない7月20日の山津波は，わが校を襲い尊

い人命を奪い，校舎や設備を破壌埋没してしまった．今

度の惨事の原因になった伊勢」・屋沢の地域は，300年前

の昔にも，やはりこのよろなことがあったと，村人の云

い傳えに残っている．わが村の人夕は長雨の時には・こ

の地域に崩壌（この現象を当地方では蛇抜けと呼んでい

る）が起るだろろ位の漠然とした予想をしていたらしい

が，しかし，このよろな事実がなかったため特別な防除

処置を怠っていた．それが今度の惨事になってしまっ

た．

　我々の研究班は，世の人々が，治山治水に深い関心を

もちながらも科学的には研究が不充分な事を知り，この

点に目覚めてもらいたいと考えたのである．我々の目的
一
と
す る所は，

　（1）この災害がなぜ起ったか．

　（2）この災害はどの嫌な所に起ったか．・

　（3）未然に防ぐにはどうしたら良いか．

一’といろ三つの間題を調べ，今後の災害防除の資料にした

一
一
い

と思って研究することにした．

　1研究の方法
　　　　　　第1表　研究班とその任務
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気象班

研　　究　　事　　項

（1）

1（2）

水量班

難地質班

襲1，

報’一　森林班

（3）

　7月の降雨量と天気厚校で雨量と天気図を
　7月20日（崩壊当日）調べその中で足り‘ない
の降雨量　　　　　　のを，飯田測候所と読
　7月の降雨の原因特書発電所で調べた．
に20日の豪雨の原因

（1）崩壊直前までの流出
　：水量

（2）決壊地点に及ぼした
　力

1山崩れの決壊の始まっ
と伊勢小屋沢を槻測し
て計算でだした．

（1）

（2）

形

木曾の地質及び地形

読書村の地質及び地

（1）崩壊現場における風

化

木奢谷め地質は長野県
の地質図によって調べ
た．読書村と山崩れの
あった所の地質は現揚
覗察によっ調べた．

　　　皿伊勢小屋沢の崩壊の原因
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　　すなわち木曾地方は，，
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決壊現揚で植物の種
類，植物の発育，岩石
の風化度について調べ
た．

8月の雨量は第2表のとおりである．．

　　　　　　6月上旬より本格的な梅雨に入

組　岩倉沢・梨沢・与川・伊勢小屋沢決壊

紹蛇抜け沢決壊
斎3　岩倉沢，大洞沢，与川決壌
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B　7月20日の雨量の降雨量は第5表のとおりであ

る．

　すなわち読書地方は梅雨前線の通過に俘ない20日の

明方より次第に降雨が激しくなり，雨傘も使用にたえ

ず，全身しぶきにぬれるとい5豪雨となり，ついに7～

3時には1時間70；nmを突破する豪雨になるに至った．

当日の降雨量は，飯田測候所における明治31年より昭

和25年までゆ日降雨量の最大である・明浩44年の1271
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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第3表1953，7，20の雨量（読書村）

1～2時　　2．1mm
2～3　　　2．3
3～4　　　3．1
4’）5　　　9．5

5～6　　36．9
6～7　　14．6
7～8　　75．2
’8～9　　36．4
9｛ノ10　　　21．1

10～11　　　10．5
11～12　　　　　　1．8

12《43時　1．8mm
13～14　　1．0
14～15　　…
15《ノ16　　　一・

16｛・17　　　－

17｛48　　　＿
18｛レ19　　　　1．8

19《プ20　　　　0．8

20《ゴ21　　　　1．0

21｛ソ22　　　5．1

22～23　　　　5．8

23｛一24　　　3．4

mmをはるかに，こして235mmに達するに至った．

C　7月の降雨の原因と20日の豪雨の原因

第1図・1953年7月
20日12時天気図

第2図1953年7月
13日12時天気図

、ノ

　　　　　6月上旬より本格的梅雨に入ったが，今年は寒冷なオ

　　　　ボーック海高気圧が異状に彊かったため，梅雨前線（第

　　　　1図参照）は再び北上を続，げ7月20日’前線が通過し

　　　　（第2図参照）当地にも多量の降雨がみられた．

　　　　D　伊勢小屋沢崩壌に及ぼした気象的影響

　　　　　伊勢小屋沢の集水面積は，1．43km2（第3図参照）で

　　　　あるから7月20日1日で，伊勢小屋沢には336．050m3

　　　　の雨があったことになり，殊に災害時の7～8時の1時

　　　　聞で実に107．250m3の雨がみられたことになる．この

　　　　外20日早朝前線の通過に俘ない約12m／secの南の風

　　　　が吹いた．このため，樹木は大きくゆれて木の根は次第

　　　　に浮いて来てその下の土，石は根から離れ，山肌がゆる

　噸
　　『　　　　　　　　　　　　’甲

　　　　む直接の原因となったものと思われる．

　　■　　一　　　　　2．水量面
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　　　　　第3図　伊勢小屋沢め集地渉域
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鰍 地域と水量　↑．・　嘘

面積1・436km2　　　　　　　　・　　　　　　　　・、べ、1！1

臓直前までに伊勢小屋沢に流入した水量ほ257・543m3懲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　お以上．　戸　　　　　　　　，　　　　・　　　　　　　・譲

流入水量の計算式　　 　　　　　　　　，、

　1，435，700×0．コ8ニ257，543（m3）

（19日午後10時より7時50分までの降雨量180mm）、

B　決壌地点に及ぼレた圧力一
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＿　　第4図伊勢小駅の傾鞭　　講
　　　　　　　（28・8・皿水量班測量）　　“．☆

　押出され始めたのはE点，F点である．そのE点（標島薫、嚢

790m）を見れば，伊勢小屋沢でトNE900に入ってくる渓』慕

は，45。の急角度の岩盤が伊勢山まで続いていて，伊勢小羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヤパ屋沢より500：n登った地域が・巾10m長さ50m深さ2，，蝿

mの広大な地域にわたって崩壌し．流出岩石り総量は約蕊

2，300tである・　　　　　　　　繋
計算式　10米50×2＝1，000（m3）　　　　　　　　　・il灘

　　　　L…×琴・3一乳3・・（t）（ただ92・31縮岸☆　

　　　　の比重）　　　　　　　　　　　　　　　　．瀦

　またこの谷の岩石流出の誘因となった雨は・7「月20日擦籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヘよトみの降り始めより，7時50分崩壌直前までに流入した総量婿馨

を求めると19，402m3である．　　　　　　　　　’ 』、

計算式　流入水域108，900m2

　　　　午前塒～7時50分の琳量工80m、☆1饗
　　　　108・900×0・18＝19・402（m3）　　・一・隷
　19，402m3の水が45・の急傾斜を流れ落ち，ついに300☆llll

tの儲岩の撚翻畷せたと考えら鳩また一方灘
F地点の崩壌現場，伊勢小屋沢の本流傾斜角350の堆点一糠1

（騙…25m）では・巾・・m長さ2・働高さ・5⑰墜

さにわたつ鰐し・翫300tの花齢q流出を見て膿

る．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　3鷲

計算式　10×20×5＝・1，000（m3）　　　　，　　　・購
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　1，000×2，3－2，300（t）　　　一　・「慣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さぜ　この本流において，2，300tの岩石を押し流す力となづ『畷

た雨水の量ほ，145，025m3で，これが350の急谷にそづ』一，講

講編離犠嘉繍灘経階や簾1爆
さらにc点・B点ゆ吻・計り知れなヤ猷な力融噛

て錨師樹木を流すごとに雑のであ為受謄
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小屋沢下流の河岸近く1，240tの亘大な岩が流出し人々

を驚かしているが，これも谷川の水の蓮搬力の計算より

すれば当然なこととして理解できるのである．

C’流出物（土砂，岩石）の堆積状況

　一度にどっと押しよせた土砂岩石の堆積状況は，第5

羅1，ド図の如くである．谷の入口には直径1m位の石が埋積し

蟹『ている．谷をV字
観　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．．ノ挾漂　　一形にけずって谷い　　猛

　　　っぱい々こおしよせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　ゴヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　ヘ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紐醐　　て来た土砂，岩石，　ヌミ
　　　　　　　　　　　自　　　　　　　脱　　’、　．．．．．．．

　　木材砿嚇を埋台心痛天飴牝
難めつく麟地形地㌘□甑皿　姐
獣・雄った・谷口を　難囲亀鱒肌圃5顔
艶、’流れ出た土砂，岩

1、1ぎ石は山手づ嫌　　励飢』綱
　　、木曾川へ向って広　　　　　　目3－4帆

誓力硫　　第5図土砂嘉驚積状況
　　　土砂，岩石は片

　　方は北天白台地にそって，木曾川につき出し，一方は，
ラ　し

襲智南天白台地にそって教員住宅・学校の方に向った・この方

識‘向は傾斜角度50位の林であったために加速度的に落ち
　ヘ　ロよ

難，た・さらに獺住宅への登り道と旧伊勢小屋沢づたいに

霞－．川原に向かった岩石の流れは川原のくぼみに落ちこんで

臨・・堆積した・この所は木曾川の流れが・よどんでいたため

li艶・小さな石・砂がそこに留まり大きな石の山を作った・

叢『＝・’北天白台地ぞいに流れた岩石は・そのまま深く木曾川

1簸の中に突き出し・激突する流ねこ洗われて・先端の小さ

．欝∵な岩石は流され，直径5～61nの大岩石の山は，前の通
　ユす
欝i・．学道路の上にある．流れ落ちて来た大岩は，比較的地盤

ド
ゆ

・謄国が堅く水李な道路上で速度が落ち・水流だけでは押し出
鑑
、 せなくなりその後へ次にと押し寄せた大岩が留まったと

購』・考えられる・

，灘　　なお崩壊後上から谷をけずって流れて来た土砂によっ
欝「．て，舳こ中郷の岩石を埋めつくしてしまった．なお

魁舞．1．L「

難tl．』’この後におそった岩石は谷口に残り，土砂は堆積地の中

　1ヤ驚避央をおそい一幣を埋めつくしてしまった．しかし木曾川

　　，附近は流れが激しかったために，夫きな岩だけ残して洗

　　いさらわれてしまった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　3　地質，地形面

　　A　木曾谷の地質

　，．’西筑摩郡の地質図より木曾の地質を大別すると，上松

　　以北の古生暦と以南の花簡岩地幣とに大別することがで

　　きる．さらに王滝川を中心とする石英斑岩地幣と，御岳

　　『を中心とする墳出岩地幣とに分ける事ができる．この四

　　つの地質に分かれた木曾谷に豪雨があった昭和28年7
難肋日は上松踊の花齢地榔ま崩壌がい焔所に

、騰襲起った・これに対し上松以北から鳥居峠，亭濯附近にか

醗館蝿地幣に繭邸をまとんど見ることができなかっ，

～層　双・　　　・一、，・

忌　一

’　す　・

た（昭和28年11月12日実地調査）王滝川を中心とす

る石英斑岩地幣は花崩岩地幣の最大雨量よりも約200m

m以上多いのにもかかわらず，崩壌は少なかったよろ黍

ある．これを見ても古生暦，石英斑岩等の地質帯は長雨

にも多雨にもたえ，られる弓量い力がある事がわかり，一方

読書村をふくむ花嵩岩地幣は一般に長雨や多雨にたえる

力が少ない．
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　　　　　　　第6図　西筑摩郡地質図

B　読書村の地質と昭和28年7．8月の崩壌の模檬

　読書村の地質は第6図によっ亡もよくわかる様に，す

べて花嵩岩地幣であるが， ただ一部わずかに柿其峠に御

岳の続きと思われる噴出岩の露頭をみるだけである．先

にも読明したように花崩岩は，質がもろくこの地幣一円

は豪雨に見舞われれば直ちに崩壌する危瞼なものであ・

る．したがって読書村は梅雨期そめ他降雨量が増してく

ると，たえず生命財酋…は危瞼にさらされるのである．第7

図は本年の7．8月における本村の崩壌のあった地域で

あるが，谷といろ谷はことごとく崩壌しほとんど村全体

に及んでいる．ここにも花崩岩地iの地質的弱点をみる

とがこできるのである．

C　伊勢小屋沢の崩壌にいたった地形地質的弱点

　伊勢小屋沢の源，伊勢山は木曾川の右岸に河岸まで裾’

をひき350の急勾配でそそり立つ1，373mの花崩岩質

の山である．読書村三留野に面した裾一幣は，古く伊勢、

”天気1’一＝1壌、1、

鹿

』）
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、　　小屋沢の侵i蝕によって伊勢山より蓮ばれた土砂，礫が堆

　　　積し，その下には花嵩岩の亘岩が埋まり，今は灌木が生

　　　い繁っている．崩壌現場附近は第4図によってもわかる，「

　　　　ように，350’）450の岩盤で表土はわずか145’）6cmに

　　　すぎず全く岩山である．その上，花嵩岩の節理は，こと

　　　　ごとく川下に向っており，その上脆弱である．、崩壌によ

ζ　　　って，流出叉は倒されたモミ，ツガ，スギなどの亘木の

　　　年輪を調べてみると95～150年位のものが多いことと，

　　　岩石流出前の地形とにより考えてみると少くとも150年

　　　位前にも，この地域に大規模な崩壌があったものと推測・

　　　　される．崖錐の安定角度は花崩岩の場合は350以下とさ・

　　　れているから350～450伊勢山は崩壌前のみならず，現

　　　在でも極めて危瞼な状態であるといわねばならない．

　　　　　4　崩壌現場における植物の状況

　　　　A　崩れた所の植物の生え方
　　噂
　　　　崩壌現場には，．頂上にも岩盤の上にもたくさんの植物

　　　　があり，しかもそれは大部分が太．い樹木で，その樹種は一

　　　　主として，ヒノキゴナラ，マキ，カシである．1本ρヒ

　　　　ノキについて調べて見ると，根本の周りは1．23mで岩

　　　盤の割れ目へ根が入って部り，その長さを計ってみる

　　　　と，見えて》る所を計っただげでも8・26mもあり・，根

　　　　の一番先の周りは12cmである．またマキの根本の太さ

　　　　を調べて見ると2．7mであり，根の長さはコ6．9mとず

　　　　っとのびている．山崩れで切れた根の先は4cmである．

　　　　根が岩盤にはいっているのは，ほとんど喬木である．喬

　　　　木は根本の周りはlm以上の太さの木ばかりで根はたい

　　　　ていのものは8m～20m位までのびている．頂上の木は

　　　　全部生きており，枯れた木は全くなく。青々と育ってい1

　　　　る．そこは谷が深く日光は余りあたらないので枝は上へ

　　　　上へとのび，根はいりくんで岩め聞へ間へとのびてい

　　　　る．

　　　　B　植物の種類

　　◎　　第4表勝小駅の植物

喬 木

潤葉副針葉樹

カ　　シ

クヌギ
ナ　　ラ

ホ　　ウ

ハンノキ
カエ．デ

サカキ

ヒメコマツ
モ　　ミ

ツ　　ガ

コウヤマキ
ヒノキ

灌　木

潤葉樹

シロモジ
クロモジ
ツツジ

草　　本

！〉

．㌔

トラノオシ
イワカガミ

その他
スギコケ
ササ

C　植物と岩石との関係

　頂上には第4表に示した様にたくさんの種類の植物が

ある・その中でもマツは肉崩れで切れている根の先の周

りは12cmの太さで，根本から8．26m伸びている．また

マキは根の太さが，4cmでこれは16．9cmと長く伸びて

いる．その他種々の喬木は全部岩盤の中へはいり四方八

方へとのびている．頂上の土はわずか26cmという深さ

1954、年7月

、「　　∫

、一一、

で植物は全部岩盤の中へ入ってゆく．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　－－日・D　岩石の風化を早める植物の働らき

植物は表土がほとんどないため，岩石の割れ目の中へ

入る・すると岩石はだんだんと割れて行く・そこへ雨が・、』囎

　山
琴　あ

倉

伊
勢　　え
山▲　　殉、

　　ノ　1

〆
■7の、

伊
ソ

　Z　γ

留　、屋．
　　　軸　　　ノ

　　，｝

　梨　　　　λ数

講曝一
　南
　木L・

曽・

▲画

葛『、．

　曽

▲根
　山

　　　　第7図　7，8月の降雨による読書村　　　　塚
　　　　の蛇抜け地域
　　　　　
降り雨水はわれた岩石の間へ1まいる．それが幾度となく、「、

馨灘灘欝賑麟l／
して考えて来たのであるがゴそれをここでまとめて考え，気、灘

て見る、．’「　　　　　　　「　　　　　　　　　「　認ゴ馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～・4瀬
　木曾谷南部一帯は花嵩岩質でできており，特に伊勢小，一、蝶

屋沢水域は第4図に見るよろな最低100より450に至る，』

急傾斜で，山肌はすべて風化し，亘木の根が岩盤に侵入総

して，大きい割れきずをつけている．その上花嵩岩の節！1

理は川下に向かっており極め杯安定な状態である・餐

こへ6月以来降り続いた梅雨の後に，7月20日の180m3、
m（膿直前まで）薩する豪雨睨舞われ危騨麟

にあった岩盤は完全にその耐久力を失って崩壌を始め，’．◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨
2地点の合計4，600tの泥土，岩石に164，427tの水が加譲蕪

蕪灘難灘総』講
数町歩にわたって聞伐してあったために，谷川の水圧に’灘

たえるに馳盤鰯かつたことも考えて見なくてほな、講

らないのである・　　　　’　二鑛
　なお，山崩れの最初の原動力としては・谷の上流に堆1一，・1灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警積していた木の枝，葉，藪等のため川水がせき止疹ら蟻

れ，小さなダムが形成され，それが或る程度水量が多ぐIT

なると，決壌し，さらに少し下流に，一伺じ理由で前のもIl

のより規模の大きいダムが形成され・それがまた一時ド憾

決壌するとい5よ5に数画にわたり繰り返して，大きな凝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧躍
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　A地質的な面より考えると，読書村を含む南木曾一幣

は，雨に最ももろ’い花嵩岩質で出来ており，長年の風

化，侵蝕作用によって表土が運搬され，田腹六合目以上

は，ほとんど350～450にi達する岩盤となっている．従

ってこれらの地域は崖錐の限度をはるかにこえているの

で1極めて危瞼であり，本年崩壌した伊勢小屋沢はもち

ろん，傾斜角300以上の谷川に面した地域は，地形的に

いっても常にその対策を考えておかなくてはならない．

また伊勢小屋沢にみるよろに，節理はことごとく谷口に

向っている所よりみると，同じ風化度の地点でも節理の

方向によって，危瞼が一暦大きいわけである．

　B　本年のよろに長雨の場合は，一層急激に風化作用

が行なわれるから，連日の雨量1001nmを越えた場合

は，まず危瞼状態にあると考えなくてはならない．7月

20日の様に200mmを越えた時は，完全に崩壌すると考

えて良い．

　C、伊勢小屋沢で木の生えていない岩山が崩壌を始め

たことから考えて見て，また谷底に生えている木は急斜

鋲挙∵、

べ一、
一
螺

面め谷ではあまり支えになることはできないと考えられ　　　・

るから，はだか山は特に危瞼である．・

2防止方法
　A　植林によって水源を守るとい5方法も考えられる

汎読書村の特に危瞼覗されている伊勢山，南木曾山等

は六合目以上は表土が浅く植林不可能であるから伐木し

ない事が第一である．　　　　　　　　　　　　　　　　，ウ

　B　上の考えに基ずいて六合目以上の崩壌防止には，

谷川の集水地域と崩壌の場合とを加昧してそれを防ぎ得

る堰堤を築くことが必要である．この場合川下に築いた

のでは何の役にもたたないから，崩壌危瞼区域．（傾斜角

300を越える地点）まで，岩盤の硬度をみて，100mに

1本位づつ堰堤をいれる事が理想である．

　C　村で係員を作り風化の度と危瞼の度を雨期前に調　　　、

べ主要な山頂隻自記雨量計を置いてたえず水源の状態をψ

知って，崩壌剛にその危瞼を知って警報を出す事がたい

せつである．

…一皿・”・一”・”…一・・…朋一・…一・一”…・・一””・…一”・・一一・品一一”聞一一”・・繭。一・・鱒鱒凹一・・，・一一”一顧一…”・・一”・”…一・・”・．・。一・・一・一”・…・・ロ■・・“・■・一・”・”・・一■■”r－8一・畢置・

そめいよしの開花日塗での

積算温度の一考察
篠 原 久 ，男
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　もし，そめいよしのが開花するまでのある期間におい

て写積算気温が一定値を示すよろな傾向にあると仮定す

れば，このある期間は次のよ5なものを考えて計算して

いけば見出されるであろろ．

　ある日から開花日までの積算気温（日李均気温の）を

Aとする』年をゼ，日をブで示し日李均気温を’とす

ると，遼のとる値は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　．助＝i¢・＋！¢2＋i乞3＋一・……・＋i”＝∠砺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　」＝1

　ある日から開花日までのみの累年李均値を物とす

ると，
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第1図EJが小さくなるほど積算気温は一定一

値に近づく

φ

「快気’儲li．3


